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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
安
全
講
習
会

　

１
月　

日
、
水
戸
市
の
ホ
テ
ル
に
お
い

３０

て
、
救
急
搬
送
に
係
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
安

全
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習

会
は
茨
城
県
、
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び

水
戸
済
生
会
総
合
病
院
が
主
催
し
た
も
の

で
、
県
内
医
療
機
関
、
県
内
消
防
本
部
、

自
衛
隊
等
各
関
係
機
関
か
ら
約
１
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ァ
ク
タ
ー
研
究
所
教
育
研
究
室
長
の
塚

原
利
夫
先
生
の
講
義
の
後
、
安
全
運
航
に

関
す
る
課
題
等
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
各
関
係
機
関
か
ら
活
発
な
意

見
や
提
案
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
治
療
開
始
ま
で
の

時
間
や
医
療
機
関
へ
の
搬
送
時
間
を
短
縮

し
、
患
者
を
救
命
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
管
内
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

要
請
は
、
運
用
開
始
２
年
半
で
約
１
８
０

件
と
な
り
、
重
症
度
や
緊
急
性
の
高
い
患

者
の
搬
送
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
発
着
時
に
は
激
し

い
風
が
巻
き
起
こ
り
、
土
埃
等
が
舞
い
、

近
隣
関
係
者
に
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
も
発
生
し
ま
す
が
、
人
命
救
助
活
動
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　高度化・多様化する市民ニーズ、緊急課題等に対して、市民サービスの低下を招くことなく迅速に対応するた
め、組織強化や効率的な事務の推進を図る観点から、次のとおり行政組織機構の一部見直しを行いました。
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　市全体の未収金対策の一環として、市税部門の収納体制を強化する必要があり、徴収推進室を新設します。
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　平成２４年１２月議会において、市営牧場の設置及び管理に関する条例の廃止が議決されたことにより、市営牧場
を廃止します。
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　簡易水道事業と上水道事業の統合を平成２８年度に控え、統合に向けた効率的な事務を推進する必要があること
から、庶務第一グループと庶務第二グループを統合し、総務グループを設置します。

■問い合わせ■　総務課　行政改革推進室　�５２�１１１１　（内線３２１）

平成 25 年度行政組織機構の
　　　　　　　　　　一部見直しについて
平成 25 年度行政組織機構の
　　　　　　　　　　一部見直しについて
平成 25 年度行政組織機構の
　　　　　　　　　　一部見直しについて
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上
大
賀
区
が

　

生
活
環
境
部
長
奨
励
賞
を
受
賞

　

先
日
行
わ
れ
た
、
茨
城
県
集
団
回
収
優

良
団
体
表
彰
式
で
上
大
賀
区
（
稲
葉
庸
治

郎
区
長
）
が
、
生
活
環
境
部
長
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
同
区
は
、
平
成　

年
度

２２

か
ら
区
民
全
員
で
ご
み
の
集
団
回
収
に
取

り
組
み
、
適
切
な
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

向
上
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

 

敬
称
略

■
い
ば
ら
き
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

◎
生
育
部
門
（
家
庭
の
部
）

　
　

優
秀
賞　

石
川 
和  
東  
洋 
（
北
町
）

か
ず 
と 

よ

　
　
　
　
　
　

木
村　

秀
子
（
東
野
）

　
　

佳　

作　

岸　
　
　

馨
（
国
長
）

■
い
ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
２

 

事
業
所
部
門

　

◎
省
エ
ネ
節
電
部
門　

　
　

優
秀
賞　
（
有
）茅
根
電
設
工
業

医
療
功
労
賞

　

２
月
６
日
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療

に
貢
献
さ
れ
た
人
を
た
た
え
る
「
第　

回
４１

医
療
功
労
賞
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

高
村
外
科
医
院
の�
村
善
郎
院
長（
山
方
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
�
村
さ
ん
は
医
師
歴　

年
。
昭
和　

年

６２

３７

民
間
自
治
功
労
者
表
彰

　

２
月
７
日
、
河
野
達
之
さ
ん
（
上
大
賀
）

が
、
民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
茨
城
県
市

長
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
、
平
成　

年
に
旧
大
宮
町

１４

上
大
賀
区
長
に
就
任
し
て
以
来
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
の

２０

４
年
間
、
常
陸
大
宮
市
区
長
会
の
会
長
と

し
て
、
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
市
全
体

の
発
展
と
社
会
福
祉
増
進
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
か
ら
５
年
間
、

１７

国
際
交
流
協
会
会
長
と
し
て
、
国
際
的
感

覚
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
、
国
際
的
視
野

に
立
っ
た
地
域
づ
く
り
及
び
国
際
親
善
に

寄
与
し
、
会
の
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

地
球
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
に

　
　
　
　
　

 

茨
城
県
よ
り
表
彰

　

平
成　

年
度
に
茨
城
県
で
実
施
さ
れ
た

２４

「
い
ば
ら
き
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」、「
い
ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０

１
２
」
で
入
賞
さ
れ
た
市
内
の
方
々
を
紹

介
し
ま
す
。

に
開
業
し
て
以
来
、
ど
ん
な
に
遅
い
時
間

で
も
、
遠
方
の
場
所
で
も
往
診
に
行
き
、

地
域
の
医
療
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
常
に

患
者
の
こ
と
を
考
え
る
そ
の
姿
勢
と
、
懇

切
丁
寧
な
診
療
で
地
域
住
民
か
ら
厚
く
信

頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
科
教
育
優
秀
校
に
第
二
中

　

２
月　

日
、
県
教
育
委
員
会
教
育
長
か

１３

ら
推
薦
さ
れ
た
県
内
小
中
学
校
の
６
つ
の

理
科
教
育
優
秀
校
に
、
幡
谷
教
育
振
興
財

団
賞
と
し
て
理
科
教
育
助
成
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
市
内
で
は
第
二
中
学
校
（�
本

勇
夫
校
長
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
環
境
を
題
材
に
し
た
学
習
活
動

や
問
題
解
決
型
の
授
業
づ
く
り
、
授
業
研

究
会
の
実
施
、
実
験
・
実
技
研
修
会
の
運

営
等
、
市
の
理
科
教
育
推
進
の
中
核
を
担

い
、
特
に
科
学
研
究
作
品
展
及
び
発
明
工

夫
展
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
全
校

生
徒
を
対
象
に
作
成
の
た
め
の
研
修
会
を

実
施
し
て
作
品
展
に
参
加
し
て
い
る
点
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲贈呈式に出席した�本校長（右から３番目）

▲�村さん（前列左から３番目）

▲受賞報告のため市役所を訪問
（左から寺門副区長、稲葉区長、三次市長、河野班長）
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記
者
会
見
を
実
施

　

２
月　

日
、
市
は
平
成　

年
度
当
初
予

１３

２５

算
案
に
つ
い
て
の
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。
記
者
会
見
を
行
う
の
は
、
初
め
て
の

こ
と
で
、
今
後
、
市
の
施
策
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
２
回
目
の

　
　
　
　

 

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　

茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
主
催
の

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
」
が
、

県
内
の
企
業
、
団
体
、
官
公
庁
等
へ
の
通

勤
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
県
内
一
斉
取
り
組
み
日
の

２
月　

日
に
実
施
。
日
頃
、
車
で
通
勤
し

１５

て
い
る
職
員
が
、
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
出
勤
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
と
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
公
共
交

通
機
関
の
維
持
確
保
や
地
球
温
暖
化
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

移
動
市
長
室
開
設

　

２
月　

日
・　

日
・　

日
に
、
移
動
市

１９

２１

２２

長
室
を
市
内
５
地
域
で
開
設
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
移
動

２０

市
長
室
は
、
市
政
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
　

日
は
山
方
・
美
和
地
域
、　

日
は
緒

１９

２１

川
・
御
前
山
地
域
、
最
終
日
の　

日
は
、

２２

大
宮
地
域
で
行
わ
れ
、
市
民
の
方
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

敬称略
〈図書情報館へ〉
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 旧  橋 　猛　
ふる はし

旧橋猛写真集「心の豊かさ　強い絆」
　　　　　　　　No.1、No.2　各１冊

▲美和総合支所にて
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音
楽
の
祭
典

　

２
月　

日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
文
化

２３

ホ
ー
ル
で
市
内
の
中
学
校
７
校
と
高
等
学

校
２
校
が
参
加
し
、
今
回
で
５
回
目
と
な

M
usic

Festival

る
「 
             
〜
音
楽
万
歳
〜
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１

部
は
中
学
校
と
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

▲講師の県立小川高等学
校長の横須賀義章先生

防
災
訓
練
を
実
施

演
奏
と
中
学
校
の
合
唱
、
第
２
部
は
中
学

校
に
よ
る
合
同
演
奏
そ
し
て
合
唱
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
合
同
演
奏
で
は
講
師
の
横

須
賀
義
章
先
生
が
指
揮
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
高
生
の
心
を
一
つ
に
し
た
演
奏
に
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

２
月　

日
、御
前
山
小
学
校
を
会
場
に
、

２４

市
内
の
防
災
関
係
機
関
、
消
防
団
員
、
学

校
及
び
地
域
住
民
等
合
わ
せ
て
約
７
６
０

人
が
参
加
し
、
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
訓
練
は
、
東
日
本
大
震
災
と
同
規

模
の
震
度
６
強
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲応急処置訓練

▲起震車訓練

教
育
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
よ
り
教
育
委
員
の
根
本
淳

子
さ
ん
（
山
方
）
と�
沢
た
か
江
さ
ん

（
小
田
野
）
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
２
月　
２３

日
付
け
で
菊
池
泰
弘
さ
ん
（
照
田
）、
星
野

幸
子
さ
ん
（
鷹
巣
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。▲左から菊池さん、星野さん


